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北陸新幹線延伸を控えている福井県は，小松―羽田路線の新規需要開拓の地域としても重要視されてい

る．本研究では，2023年に延伸開業を控えており，航空利用率の低い福井県を対象にアンケート調査を実

施した．アンケート調査で得られたデータを用いて，航空利用率が低い要因のひとつとして「航空イメー

ジ」に着目して分析を行い，「航空での移動が不安」，「乗り物としてのハードルが高そう」などを含む

5 項目が，航空利用意向に影響を与えている可能性が高い航空に対するネガティブなイメージ項目として

抽出された．これらイメージの詳細な把握を目的として，小松―羽田便の搭乗モニター調査を実施した． 

モニター調査前後のアンケート調査の結果により，小松―羽田便の利用経験の無い福井県民は，モニター

調査を経て利用意向が増加することが示唆された． 
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1. はじめに 

 

2015年 3月 14日，北陸新幹線が金沢まで開業したこ

とで，北陸地域と東京を結ぶ交通手段が増え，北陸地域

の交通機関利用者の交通機関選択の幅が広がった．しか

しながら，北陸新幹線開業の影響を受け，競合する小松

―羽田路線の利用率は低下し，減便・撤退の危機にさら

されることとなった（図-1）．現在は，各航空会社によ

るダイヤ調整や運航機材の変更などにより利用率は回復

し，安定傾向にある．しかしながら，北陸新幹線は

2023 年に福井県に延伸開業することが決定しており，

小松―羽田路線との競合はさらに激化することが予想さ

れる．競合が激化する北陸市場において，小松―羽田路

線の存続には，新たな需要開拓が必要である．そこで有

力な需要開拓地として注目されているのが，福井県であ

る． 

現在，福井県には直接東京へ移動する手段は，航空と

鉄道のどちらも存在しない．そのため，福井県民は東京

へ移動する際，滋賀県の米原駅を経由して東海道新幹線

を利用するという経路が主である．一方，福井県の航空

に関する状況に目を向けると，福井県には定期便が就航

している空港がなく，羽田路線を持つ最寄りの空港は小

松空港である．しかしながら，小松―羽田路線における

福井県民の利用率は約 10％程度であること 1)から，福井

県民の航空利用率が低さがうかがえる．この福井県民の

航空利用率を向上させるため，福井方面から北陸道を走

行する際に，利用できる「安宅スマート IC」の設置や，

福井駅―小松空港間でリムジンバスを運行するなど，福
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図-1 近年における小松―羽田路線利用者数の推移 
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井から小松空港へのアクセスにおける利便性向上を目的

とした動きが見られる．このように自治体，各航空会社，

小松空港が福井県の航空需要の新規開拓に尽力している
2)． 

このような福井県の現況を踏まえると，北陸新幹線が

福井県に延伸開業した後，福井県民の多くは北陸新幹線

を利用して東京へ移動することが予想され，より一層，

福井県民の航空利用率は低下することが考えられる．よ

って，北陸新幹線の福井延伸前の現在から，延伸後を想

定した福井県民の航空利用意向に関する分析を行い，小

松―羽田路線の存続について考察することは，北陸市場

における将来的な交通機関利用者の利便性向上，また地

域経済において非常に重要であるといえる．本研究では，

航空と疎遠である福井県民が持つ「航空イメージ」に着

目し，航空イメージが航空利用意向に与える影響につい

て検証を行うことを目的とし，アンケート調査を福井県

民対象に実施した．また，利用意向に影響を与える航空

イメージを抽出した結果を踏まえ，実際に福井県民を対

象とした小松―羽田便の搭乗モニター調査を行うことで，

個人レベルでの詳細な航空イメージの変化を明らかにし

た． 

 

 

2. 既往研究  

 

航空に関する研究は莫大な蓄積が成されており，ここ

では「路線存続」，「航空利用意向」の視点で既往研究

を整理した． 

高田，藤生 3)は，わが国の航空路線の撤退要因を明ら

かにすることを目的とし，航空輸送統計年報の「第 3表 

国内定期航空路線別，区間別，月別運航及び輸送実績」

を用いて，路線撤退の現状分析，また生存分析を援用す

ることで路線撤退モデルの構築を行った．路線撤退モデ

ルの構築を行った結果からは，路線からの撤退確立が大

きくなる要因には，旅客数の平均，運航回数の変動係数，

路線数があることが確認された．著者らの既往研究から，

運航の基礎データの変動が路線の撤退要因であることは

明らかとなっていたが，「乗り入れ路線数」も本モデル

の考慮に加えたことで，「乗り入れ路線数」も撤退要因

のひとつであるという新たな知見を得た． 

寺部ら 4)は，交通マーケティングの視点から，運賃割

引戦略や様々なマーケティング方策が，都市間の交通機

関選択行動にどのような影響を与えるのか分析するため

の基礎的な知見を得ることを目的とし，新幹線と航空が

競合する都市間において，旅客を対象とする交通行動調

査を行い，そのデータを用いて交通機関選択モデルの構

築を試みた．マーケティング方策を取り入れた交通機関

選択モデルの構築については，パラメータ推定の結果，

「コンビニでの切符の購入・受取」，「ポイントサービ

スの導入」，「トイレの清掃」，「毛布の貸出」，「託

児所」の 5種類のマーケティング方策が利用者の交通機

関選択行動に影響するマーケティング方策として判断さ

れた． 

本研究で対象とする航空だけでなく，他の公共交通機

関を対象とした研究について，「航空イメージ」に関連

し，「公共交通機関の認知度」，「 モビリティ・マネ

ジメント」の視点で既往研究を整理した． 

谷口，藤井 5)は，モビリティ・マネジメント（以下，

MMと略記）の利用促進効果を実証的に検証し，今後の

利用促進の MM を展開するにあたっての基礎的な知見

を得ることを目的とし，帯広市で運行している「フレ愛

りんりんバス」を対象として MM を実施した．筆者ら

が実施した MM 調査の結果から，「公共交通の利用促

進を主目的とした MM が，実際に利用促進に成功す

る」という実証的な知見を得ることに成功した． 

開業後の新幹線との競合を題材とし，交通機関選択の

ロジットモデルを構築し，そのモデルにおけるパラメー

タ推定結果を考慮し，航空が選択されるための施策を提

案する研究や，航空路線撤退の要因を，生存分析を用い

て明らかにした研究などが多く存在する．しかしながら，

「航空イメージ」といった，定量的な把握が難しい指標

と利用意向に結びつけた分析を行った研究事例は見当た

らない．また，新幹線未開業の地域において予想される，

航空と新幹線の競合を見据え，交通機関利用者の交通機

関選択行動にどのような変化を及ぼすのかを新幹線開業

前にあらかじめ明らかにした研究事例も見当たらない． 

 

 

3. 調査概要  

 

 アンケート調査票の配布場所は，小松空港と福井駅の

2 箇所で，回収は郵送回収にて行った．小松空港での調

査は，福井ナンバー車両での国内線駐車場利用者と福井

駅行きのリムジンバス利用者を配布対象とし，福井駅で

の調査は，特急しらさぎ（米原方面から福井駅）利用者

と，特急しらさぎ，特急サンダーバード（金沢方面から

福井駅）利用者を配布対象とした．小松空港での調査は

2017年 9月中の 11日間（平日 6日間，休日 5日間）の 7

時から 21時に実施した．また，福井駅の調査は 2017年

10月中の 9日間（平日 4日間，休日 5日間）の 16時か

ら 24 時に実施した．アンケート調査票の配布数，回収

数，回収率を表-1に示す． 

表-1 アンケート調査票配布数・回収数・回収率 

パターン1 パターン2 パターン3 パターン4 パターン5 パターン6 合計

総配布数 848 837 799 784 750 749 4767

総回収枚数 111 107 114 91 97 100 620

回収率 13.0%  
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4. 回答者の個人属性 

 

(1) 性別  

回答者の性別についての基礎集計結果は図-2 に示す

ように，男性が 59％，女性が 41％であった． 

 

(2) 年代 

回答者の年代についての基礎集計結果は図-3 に示す

ように，50代が 33％と一番多く，次いで 60代が 22％，

40 代が 18％となり，中高年代のサンプルが多い結果と

なった． 

 

(5) 旅行目的 

回答者の旅行目的についての基礎集計結果は図-4 に

示すように，「ビジネス」が 38％と最も多い．次いで

「観光」が 25％であった． 

 

 

5. 福井県民の航空イメージに関する分析 

 

(1) 分析の概要 

福井県には定期便が就航する空港がないこと，加えて，

福井県民が東京へ移動する際には，米原経由で東海道新

幹線を利用することが一般的な交通手段であり航空利用

率が低いことの 2点から，福井県民と航空は疎遠な関係

にあると考えられる．そこで福井県民の航空利用意向に

大きく影響するものとして，福井県民が持つ「航空イメ

ージ」に着目し，航空イメージが航空利用意向に与える

影響に関する分析を行った．ここでの「航空イメージ」

は表-2 に示す 19 項目を指し，アンケート調査において

は，各項目に関して 5段階評価をする設問として設けた．

本分析では，5 段階評価のうち，「そう思う」，「やや

そう思う」の回答割合に着目する． 

 

(2)  航空利用経験を考慮した福井県民のカテゴライズ 

 航空利用経験の有無，利用回数の違い，普段の東京へ

の交通手段の違いにより，福井県民が持っている航空イ

メージに違いがあることが考えられる．そのため，「普

段，東京―福井県間で最も頻繁に利用する交通機関」と

「小松―羽田便の利用回数（往復で 1回とする）」を考

慮し，3 属性にカテゴライズした．「普段，東京―福井

県間で最も頻繁に利用する交通機関」と「小松―羽田便

の利用回数（往復で 1回とする）」，それぞれの基礎集

計結果を図-5，図-6 に示し，カテゴライズを行った結果

を図-7 に示す．各属性の定義は，属性①「普段航空利

用」は，「普段の福井―東京間の移動手段として航空を

利用している人」，属性②「普段米原経由利用×小松―

羽田便利用回数 1回以上」は，「小松―羽田便の利用経

験があり，普段の福井―東京間の移動手段として米原経

由を利用している人」，属性③「普段米原経由利用×小

松―羽田便利用回数 0回」は，「小松―羽田便の利用経

験が無く，普段の福井―東京間の移動手段として米原経

由を利用している人」とした．  

 

(3)  各属性の持つ航空イメージ 

各属性間のなかで，先に示した表-2 に示す航空イメ

表-2 航空イメージ項目 

そう思う ややそう思う
どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

乗り物としてのハードルが高そう 5 4 3 2 1

シートベルトの着用が面倒そう 5 4 3 2 1

チケットの値段が高そう 5 4 3 2 1

チケットの買い方が難しそう 5 4 3 2 1

便数が少なそう 5 4 3 2 1

空港に到着してからどうすればよいか分からない 5 4 3 2 1

空港に到着してから時間がかかりそう 5 4 3 2 1

乗っている時間が長そう 5 4 3 2 1

空港までのアクセスが悪そう 5 4 3 2 1

チケットの変更が面倒そう 5 4 3 2 1

チケットの割引サービスが少なそう 5 4 3 2 1

定時性が低そう 5 4 3 2 1

機内にWi-Fiが無さそう 5 4 3 2 1

航空での移動が不安 5 4 3 2 1

携帯電話が使用できないことが不便そう 5 4 3 2 1

乗り心地が悪そう 5 4 3 2 1

トイレが利用しづらそう 5 4 3 2 1

荷物に制限があることが面倒そう 5 4 3 2 1

エコノミークラス症候群が不安 5 4 3 2 1  
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ージ 19 項目について，「そう思う」，「ややそう思

う」の割合に着目し，母比率の差の検定を行った．さら

に検定において有意差が認められた項目については，割

合の差異に着目し，特に差異の大きな項目を抽出した．

これらの抽出されたイメージ項目は，航空利用意向に与

える影響が大きい項目であり，改善することで福井県民

の航空利用率の向上につながる可能性がある． 

属性①「普段航空利用」と，属性②「普段米原経由利

用×小松―羽田便利用回数 1回以上」間で有意差がある

マイナスイメージ項目として抽出された 18 項目につい

て，「そう思う」，「ややそう思う」と回答した割合の

差異を対象に分析を行う．「優先して改善すべきイメー

ジ項目」として抽出されたイメージ項目は，「チケット

の値段が高そう」，「チケットの買い方が難しそう」，

「空港に到着してから時間がかかりそう」，「航空での

移動が不安」の 4項目であった． 

次に，属性①「普段航空利用」と属性③「普段米原経

由利用×小松―羽田便利用回数 0回」のそれぞれの航空

イメージに関しても，同様の分析を行う．「優先して改

善すべきイメージ項目」として抽出されたイメージ項目

は，「乗り物としてのハードルが高そう」，「チケット

の値段が高そう」，「チケットの買い方が難しそう」，

「空港に到着してから時間がかかりそう」の 4項目であ

った．このうち，「乗り物としてのハードルが高そう」

に関しては，差異が 58％と他の項目における差異に比

べ，大きいことが分かる．また，他の 3項目については，

属性①「普段航空利用」と属性②「普段米原経由利用×

小松―羽田便利用回数 1回以上」での分析結果でも「優

先して改善すべきイメージ項目」として抽出されている

ことが分かる． 

 

(4) 分析結果のまとめ・考察 

航空利用者である，属性①「普段航空利用」の航空イ

メージに，航空非利用者である，属性②「普段米原経由

利用×小松―羽田便利用回数 1回以上」と属性③「普段

米原経由利用×小松―羽田便利用回数 0回」の航空イメ

ージを近づけることによって，福井県における航空利用

意向が増加するという考えのもと分析を行った．本章の

最終的な分析結果を図示してまとめたものを，図-10 に

示す． 

図-10に示すとおり，航空利用意向を増加させるため

に「優先して改善すべきイメージ項目」として，抽出さ

れたイメージ項目は「チケットの値段が高そう」，「チ

ケットの買い方が難しそう」，「空港に到着してから時

間がかかりそう」，「航空での移動が不安」，「乗り物

としてのハードルが高そう」の 5項目であった．特に，

航空を普段利用しない福井県民において，「チケットの

値段が高そう」，「チケットの買い方が難しそう」，

「空港に到着してから時間がかかりそう」の 3項目は小

松―羽田便の利用回数に関わらず，マイナスのイメージ

を持つ項目であるため，早急な改善が必要であると考え

られる． 

また，「乗り物としてのハードルが高そう」について

は，属性①「普段航空利用」と属性③「普段米原経由利

用×小松―羽田便利用回数 0回」の間で，「そう思う」，

「ややそう思う」と回答された割合において，非常に大

きい差異があることが確認された．この結果は，属性③

「普段米原経由利用×小松―羽田便利用回数 0回」にと

って，航空での移動は全く一般的な交通手段でないこと

を意味し，航空と疎遠な状況である福井県民の持つ特有

のイメージであると推測される．さらに，属性①「普段

航空利用」と属性②「普段米原経由利用×小松―羽田便

利用回数 1回以上」の間では「乗り物としてのハードル

56%

1%

4% 34%

2%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
東海道新幹線（米原または名古屋経由）
東海道新幹線（京都経由）
北陸新幹線（金沢駅乗り換え）
航空（小松空港経由）
高速バス
自家用車
その他  

図-5 普段，東京―福井県間で最も頻繁に利用する交通機関

（n＝574） 

10% 8% 19% 22% 10% 30%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0回 1回 2～3回

4～10回 11～20回 21回以上
 

図-6 小松―羽田便の利用回数 （n＝522） 

 

小松―羽田便の利用経験が無く，
普段の福井―東京間の移動手段として米原経由を利用している人

小松―羽田便の利用経験があり，
普段の福井―東京間の移動手段として米原経由を利用している人

普段の福井―東京間の移動手段として航空を利用している人

②普段米原経由利用×小松―羽田便利用回数1回以上（      )

①普段航空利用（      )

③普段米原経由利用×小松―羽田便利用回数0回（     )

航
空
利
用
経
験
値

高

低  

図-7 航空利用経験を考慮したカテゴライズ結果 
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が高そう」の差異が大きく見られないことから，福井県

民は一度航空を利用したら，航空での移動についてハー

ドルを感じにくくなることが示唆される．これらのこと

から，福井県民の普段の交通手段の選択肢に航空が入る

ようにするためには，航空での移動を体験してもらうな

どの，実際に航空を利用するきっかけを与えることが重

要であるといえる． 

最後に，属性①「普段航空利用」と，属性②「普段米

原経由利用×小松―羽田便利用回数 1回以上」の間で

「航空での移動が不安」が抽出されたことについては，

一度，小松―羽田便を利用した人の中でも，移動中の安

全性において航空の移動が魅力的でないと判断し，航空

での利用を選択しない人がいるということが示唆される．

また，航空機の墜落などの，航空の安全性についてのイ

メージが低下する情報に，福井県民が敏感に反応してい

ることも考えられる． 

 

 

4. モニター調査 

 

(1) モニター調査の概要 

前章において，福井県民を小松―羽田便の利用経験を

もとに 3つの属性に分類し，各属性の航空イメージの違

いから，利用意向に大きく影響を与えうる項目として，

「優先して改善すべきイメージ項目」を抽出した．抽出

された項目の中でも，属性③「普段米原経由利用×小松

―羽田便利用回数 0回」と属性①「普段航空利用」の間

でのイメージ項目である，「乗り物としてのハードルが

高そう」に着目し，モニター調査を実施した． 

モニター調査は，実際に小松―羽田便を利用すること

で，小松―羽田便の利用経験の無い福井県民の持つ航空

イメージにどういった変化が生じるのかを，個人レベル

で細かく把握することを目的としている． 

調査は，日本航空株式会社の協力のもと，福井県民で

あり，かつ小松―羽田便の利用経験が無い人を対象とし

てモニターを募集し，無償で小松―羽田便の往復券を提

供し実際に小松―羽田便を経験してもらうという内容で

ある．モニターには調査の前後において，簡易的なアン

ケート調査を行い，後日対面式のヒアリング調査を行う．

モニターの募集は，福井新聞にて行った 6)．また，調査

は 2回行う予定であり，第一回を 2018年 3月下旬に実

施した．調査の様子を図-11に示す． 

 

(2) 調査結果 

 今回は調査前後におけるアンケート調査の基礎集計を

行った．なお，第一回モニター調査のモニター情報は，

表-3 に示す．調査前のアンケートについては，小松―

羽田便利用への期待感，不安感，不便さに関する設問で

構成されている．期待感を 5段階で評価する設問につい

ては，「5.かなり期待している」，「4.とても期待して

いる」と回答された割合が 75％であった．その理由に

ついては「移動時間の短縮」への記述が多くを占めた．

福井県民の東京への移動手段として，最も一般的な米原

経由の東海道新幹線利用は，始点を東京駅，終点を福井

駅とすると移動時間が 3時間 15分であり 7），小松―羽

田便の乗車時間が 1時間であることから，このような意

見が見られたと考えられる． 

調査後のアンケートにおいて，「航空機を利用して，

体感的に小松―羽田間の距離感をどう感じたか」を 5段

階で評価する設問では，すべてのモニターが「1.近く感

じた」と回答した．さらに，「航空機内のサービス等へ

の満足度」に関しての 5段階評価設問でも，すべてのモ

ニターにおいて「5.とても満足」，「4.満足」を回答し，

 

図-11 モニター調査の様子 

 表-3 第一回モニター調査のモニター情報 

1 男 53 ○

女 51 ○

2 女 22 ○

女 83 ○

3 女 22 ○

4 女 22 ○

男 23 ○

5 女 38 ○

男 10

女 2

モニターNo. 性別 年齢
アンケート回答の

有無

 

 

 

「乗
り
物
と
し
て
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
そ
う
」

「航
空
で
の
移
動
が
不
安
」

「空港に到着してから時間がかかりそう」
「チケットの値段が高そう」

「チケットの買い方が難しそう」  

図-10 分析結果  
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高い満足度を評価した．  

 調査後のアンケートにおける「次回，東京へご旅行に

行かれるときに，小松―羽田便を利用しようと思います

か」という利用意向の尺度を 5段階（5に近づくほど利

用意向が高い）で評価する設問に対しては，自発的な利

用意向を示す「3.なるべく利用したい」，「4.利用した

い」と回答した割合が 67％で，残りは「2.機会があれば

利用したい」であった．このことから，すべてのモニタ

ーが航空利用意向は，実際に小松―羽田便を利用したこ

とで調査前よりは増加した可能性が高い結果が得られた． 

 しかし，調査前アンケートから航空機利用への不安感

の要因として「事故が心配」といった内容の「航空機移

動での恐怖感」，不便さとして「小松空港が遠い」など

といった「福井―小松空港間のアクセスへの不満」をモ

ニターの多くが抱いていることが明らかとなった． 

 

5. まとめと今後の課題 

 

本研究では，航空利用率が低く，北陸新幹線の延伸を

控えた福井県を対象としたアンケート調査を実施し，航

空利用率の低さに起因する要因として「航空イメージ」

に着目し，航空利用意向に影響している可能性が高い，

航空イメージの抽出を行った． 

また，航空イメージに関する分析の結果，小松―羽田

便の利用経験が無い福井県民は，「乗り物としてのハー

ドルが高そう」という航空イメージが利用意向に影響し，

航空を利用していないと考えられる．この結果を受けて，

小松―羽田便の利用経験が無い福井県民を対象に，小松

―羽田便の搭乗モニター調査を行った．調査前後に各モ

ニターに行ったアンケート調査から，モニターは航空利

用について「移動時間の短縮」への期待感を抱いている

が，いくらかの不安感，不便さも抽出された．また，調 

査後のアンケートからは，モニターの多くは小松―羽

田間を近く感じており，機内のサービス等への満足度も

高い結果となった．また，すべてのモニターの利用意向

がモニター調査により増加したと示唆された． 

本研究での今後の課題として，実際に航空イメージが

利用意向にどれほど影響しているのかという考察まで至

っていないため，影響度について算出も行っていきたい．

また，モニター調査については，第二回モニター調査を

実施し，ヒアリング調査を行い，調査前後の心情の変化

を詳細に明らかにしたい． 
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